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便利な機能口 


安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず『本機をお使いになるち 
へ』「安全上のご注意」をお読みください。 


ドキュメントボックス機能つてこんなに便利! 

コピーで ffi えるこんな機能 



両面 • 集約 

「両面」や「集約」を使うとコピーする用紙び節約でさます。「両面」 
では2枚の原稿を用紙の両面にコピーします。「集約」には「片面 
集約」と「両面集約」びあります。「片面集約」では最大8ページ、 
「両面集約」では最大]6ページの原稿を]枚にまとめてコピーで 
さます。そのため、書類を保管するスペースび減らせます。 

設定ち法については、 P .9、 P .10 を参照してください。 


♦両面 コピー 




用紙指定変倍 


♦集約〕ピー 


T1 


T1 


マ 


「用紙指定変倍」を使うと、指定した用紙のサイズに合わせて原稿を 
拡大または縮ルしてコピーでさます。倍率は自動的に設定されます。 
たとえば、「サイズ混載」と「用紙指定変倍」を組み合わせると、ヴ 
イズの違う原稿を同じサイズの用紙にコピーできます。 

設定ち法については、 P .7 を参照してください。 












































ソート 

大量の原稿を複数部数コピーするとさに「ソート」を使うと、1セツ 
卜ずつページ順にそろえてコピーでさます。「ステープル」と組み合 
わせると、かんたんに配布資料を作成でさます。 

設定ち法については、 P .1 2を参照してください。 




ドキュメントボックス 

送付状や伝票など、よく使う文書をドキュメントボックスに蓄積し 
ておくと、使いたいとさにその場で印刷でさます。印刷するとさに 
用紙サイズなどの設定条件を変更することわでさます。 

詳しくは、 P .] 8を参照してください。 





プログラム登録-初期値登録 

コピー機能をプ□グラムに登録でさます。「両面」や「ソート」、「ス 
テープル」など、よく使う組み合わせを登録すると、[プ□グラム] 
キーを押すだけで画面に設定を呼び出せます。片面コピーを初期 
値にするなど、初期画面の設定を変更することわでさます。 
詳しくは、 P .23、 P .2 己を参照してください。 






















































コピ -/ ドキュメントボックス 
機能ってこんなに概リ！ 


•コピーで 使えるこんな機能 
•操作 部の名称 


P1 

P 4 


コピー 機能 


•基本的な コピーのと りかた P 5 

•用紙に あわせて拡大/縮ルする P 7 

•両面 コピーの しかた P 9 

♦集約 コピーの しかた P 10 

争 仕分けして出力する(ソート/回転ソート） P 12 
•はがさに コピーす る P 13 

•封筒に コピー する P 15 


ドキュメント 
ボックス機能 


• ドキュメントボックスに原稿を蓄積する P 18 
• ドキュメントボックスの文書を印刷する P 19 
• ドキュメントボックス顿書をサムネ-ルで確認する P 21 


3便利な機能 


• 簡単画面に切り替える P 22 
争よ <使う設定を初期画面に表示する P 23 
争よ く使う設定や操作条件を登録する P 25 


•お問い合わせ 先 P 30 


紙の使用説明書に記載されていない情報（機能の説明や操作手順）は、画面で見る使用 
説明書（付属の CD-ROM ©に収録）をご覧下さい。 











ドキュメントボックス機能つてこんなに便利! 

操作部のち祿 


本体操作部の名称について説明します。 



2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
9 

10 


[初期設定/カウンター/ n 

pg 合せ情報]キー 12 

機能キー 13 

画面 14 

[リセット]キー 15 

[プログラム]キー 16 

[割り込别キー 17 

[モ熱]キー 18 

主電源ランプ 19 

[電源]キー 

通信中ランプ、代行受信ランプ、 

親展受信ランプ 


データインランプ 
アラームランプ 
テンキー 

[ク U ア/ストップ]キー 
[#] キー（エンターキー） 
[スタート]キー 
[試しコピー]キー 
[簡単画面]キー 
[□グイン/□グアウト]キー 

































•コピー機能 

基本的なコピーのとりかた 


基本的なコピーのとりかたについて説明します。 


n r コピーできまず」が画面に表示され 
ていることを確認しまず。 


0 補足 ^ 

• コピー1;(外の機能び表示されているとさは、操作部 
左側の[コピー]キーを押します。 



前の設定び残っていないことを確認しまず。 


〇 補足 ^ 

• 前の設定び残っているとさは [ U セット]キーを押します。 


旦 原稿をセットします。 


• あらかじめ、ステープルやク U ップは取り除いてください。 

•自動原稿送り装置 （ ADF ) にセットす 
る 

原稿を持ったとさ文字び読める状態(ち 
向）のまま、自動原稿送り装置 （ ADF ) 

にセットします。 


1. 原稿ガイドを原稿サイズに合わせま 
す。 

2. コピーしたい面を上にし、原稿をそ 
ろえて自動原稿送り装置 （ ADF ) に 
セットします。 


1上限表示 2原稿ガイド 



R 

\ — ► 

R 



1 

H 

1- 






Q 補足 ^ 

• 原稿は上限表示を超えないようにセットしてください。 

• 原稿は先頭ページび一番上になるよラにセットしてください。 
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•原稿ガラスにセットする 


原稿を持ったとさ文字び読める状態(ち 
向）のまま、裏返して原稿ガラスにセツ 
卜します。 


1. 原稿カバー、または自動原稿送り装 
置 ( ADF ) を上げます。 

2. コピーしたい面を下にし、左奥のセッ 
卜基準に原稿を合わせてセットしま 
す。 

3. 原稿カバー、または自動原稿送り装 
置 ( ADF ) を閉めます。 


1セット基準 



〇 補足 ) 

•原稿カバー、または自動原稿送り装置 （ ADF ) の開閉で原稿サイズび読み取 
られます。30度上の角度で確実に開いてください。原稿ガラスで自動検知 
できる原稿のサイズは、 A 3 口、巳4 口、 A 4 ロロ、巳已ロロ、 A 已口です。 

•自動原稿送り装置 （ ADF ) は、強く跳ね上げないようにしてください。自動原 
稿送り装置 ( ADF ) のカバーび開いたり破損することびあります。 



機能の設定をしまず。 

必要に応じてじ(下の設定をします。 


•濃度調整 
• 原稿種類選択 
• 用紙選択 
• 拡大縮ル 


自動濃度、手動濃度調整、組み合わせ濃度調整 
文字、文字•写真、写真、淡い原稿、複写原稿 
自動用紙選択、用紙選択 
あらかじめ設定されている倍率から選択 


宜 

Q 


テンキーでコピーする枚数を入力します。 


[スタート]キーを巧します。 

原稿ガラスに原稿をセットしたとさは、すべての原稿の読み取り終了後 
に!;#]キーを押します。 
























ごピー機能 

用紙にあわせて拡大/縮かずる 


原稿のサイズを自動的に検知し、指定した用紙サイズに合わせた倍率で拡大また 
は縮小コピーします。 

〇 重要 ） 

• [用紙指定変倍]を押した後に、ち側に表示されている変倍率を選択した場合、用紙指定 
変倍機能は解除され、画像は回転されません。 

原稿サイズによっては、用紙指定変倍でさない場合びあります。用紙指定変倍で 
きる原稿のサイズと方向については、『コピー機能&ドキュメントボックス機能編』 
© 「コピーする（基本編)」を参照してください。 

〇 補足 ） 

•目4または A 3 サイズの用紙へ拡大するときは、回転コピーできません。目4または A 3 
サイズの用紙に拡大したいとさは、原稿を口ち向にセットしてください。 


A 4 サイズになるように拡大/縮/ J \ ずる 

コピーの仕上びりび A 4 サイズになるように拡大または縮小コピーします。 


D 原稿をセットします。 

0 参照 ) 

•原稿のセット手順については、 P . 已「基本的なコピーのとりかた」の手順 0 を参照してく 
ださい。 


[用紙指定変倍]对甲します。 


O A 4 口または A 4 の用紙がセットさ 
れたトレイを選択します。 


1 U □2 U □ 

A4 A4 


A4 


巧 it 


]恆 


I: も面 一剛.、-—〜 心 ，^ t 含 W ごと S 

gFl ^ l 庶屈四砸 


i ! I I :| -ト スタック ステーブル 

曲 動 窓度囚野閒欧间陋画]恼困 




[ 『夕書看 


自動月 Is 
選 お、 

1 UQI 

A 41 

2 U □ 

A 4 

3 U □ 

A 4 

4 U □ 

A 4 

- 、r 

宁し 

等检 II 用紙指定到き お非1 1 

ぉ选9別 


片面一願：左を 面面一面面片面一;:巧ごとおお片面一4牧ごと窠お 

回 m 巧，*阿，回圳 I 团補臣 


































































p 補足 ) 

•[用紙指定変倍]を押すと、トレイ]び自動的に選択されます。トレイ]にコピーしたい 
サイズの用紙びセツトされているとさは、トレイを選択する必要はありません。 

• トレイを選択した後は、[用紙指定変倍]キーのち側にある[変倍]キーを押さないでく 
ださい。 

• A 3 口や目4 口原稿を A 4 D に縮ルするときは、画像び自動的に回転します。 



[スタート]キーを押します。 

原稿ガラスに原稿をセットしたとさは、 
すべての原稿の読み取り終了後に [#] 
キーを 押します。 













ごピー機能 

両面コピーのしかた 



[両面/集約/分割]を巧しまず。 


II II II r 

変倍 I [お含お [ 9 3%|| 

巧 片而おごと第を)^^面^も巧ごと第約 

菜] 邸四 II 邱關 I 臣し’ 

みーブル 

.句励[闽励[岡面]お 凹 L 

5/合紙 / 編集/ EP 字 I II 両面/集巧/分割]* 変倍 1 


「両面」が選択されていることを確認しまず。 


両面の種類（[片面^両面]/ [両面 
^両面])を選択しまず。 



ひ!5き方向を設定するときは、[ひ5 
き方向]を巧して、原稿またはコピー 
のひ！5き方向（[左ちひ5き]/ [上下 
ひ！5さ])を選択し、 [0 K ] を}甲します。 


1 1 


け— 雨-酒 イ 機能を遅択してください。 

班与圓 

左右ひろき 

ミ^こ 
n * 



[ OK ] を巧します。 



原稿をセットし、[スタート]キーを巧します。 

奇数枚の原稿を原稿ガラスにセットするとさは、最後の原稿を読み取つ 
た後、！;#]キーを押します。 
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ごピー機能 

集約コピーのしかた 


片面集約 

2ページから最大8ページの原稿を片面]ページに集約します。 

両面集約 

4ページから最大]目ページの原稿を両面2ページに集約します。 


[両面/集約/分割]を巧します。 


臣き ] 

A い A4 

B4 今 B5 

A4 今 A3 
日 5 今 B4 

95%\ 

100% 1 

t 面 ち面^ 2 枚ごと集約片面^ 4 がごと窠お 1 


1 T 


I 画*四向*國 J 


司面||因面1回呵护 j 



谋約]を巧しまず。 




I 機能を遺おしてください。 


集約 I 
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製本 I 




I ひらき方向 I 


こ 


I 仕上(ブ I 表紙/合紙 1 編集 


B 原稿面（[片面]/[両面])を選択し、 
コピー 面の[片面集約]または[両面 
集約]を巧します。 



I 化上(ブ I ま紙/合 紙） 編集 


〇 原稿面が「両面」のとき、またはコピー 
面が「両面集約」のときは、[ひ5き 
方向]を巧してひ5き方向（[左ちひ 
5き]/[上下ひ!5き])を設定します。 


jr 


両面 I 


に分害リ 


原稿面とコピー面子れデれ遺択してください。 
原稿面： コピー面： 

阿^ 

山 面 品 可 


0^立。[ひらき方向 J . 


J 編集/印き 1 pm 

























































































用紙を選択し、 [OK] を巧します。 


原稿をセットし、[スタート] 

巧します。 

原稿ガラスにセットするときは、 
原稿を読み取った後、快]キーを押しま 



コピー機能 

集約コピーのしかた（つづを) 


原 f 高のまとめかたを選択しまず。 


原稿面 

コピー面 

まとめかた 

片面 

片面集約 

2枚ごと/4枚ごと/8枚ごと 

両面集約 

4枚ごと/8枚ごと/16枚ごと 

両面 

片面集約 

2ぺージごと/4ぺージごと/ 

8ページごと 

両面集約 

4ページごと/8ページごと/ 

] 日ページごと 


1 r r j 


コピー面それぞれ遷択してください。 I L 解除い〇ド I 

] ピー面： ゾ- 

LJ W 、 rr^ r 片臟叫 *1 1 2 ページごと 

居 吃，山而灯 I 


こージごと I 


1 I 8ページごと 


T 編集/印字 ] 両面/集約/み割 J 変倍 





00 of 










































ごピ-機能 


仕分けして出力ずる(ソート/回面ソート) 


] セットずつページ順にそろえてコピーします。回転ソートを使うと、 ] セットずつ 
ロロの向きを変えてコピーします。 



〇 [ソート]または[回乾ソート]を選択 
し、 [0K] を巧します。 




1 JZ ~ L ~~ L 


ソこ!:_ 回ぉ ソート 、 ス タック 

g が||巧を J J 段倒 


庭画」圆詞 I 固面]陋面|| 


編集/印字 I 両面/ 


ン集が 



〇 原稿をセットし、[スタート]キーを 
巧します。 









































































ごピー機能 

はがをに コピー ずる 


はがきにコピーするときは、用紙の種類とサイズを設定します。 

はびきは、トレイ]と手差しトレイからコピーできます。ここでは手差しトレイを 
使う方法を説明します。 

〇 重要 ） 

• 郵便はびさ、往復はびさには両面コピーでさません。 



[両面/集約/分割]を巧します。 


[解除]を巧します。 


〇 原稿のコピーしたい面を下にし、左奥 
のセット基準にセットしまず。 


面 片面一2枚ごとおお b 面^4巧ごと窠お 


J |[ r J 


1 64^65 1 

1 65^64 1 

93 %| 

100 % 


1 1回 h 四]な!*圈 


日面 1 因面 1 固早] 脚印占 

! 両面/集 巧/分割" 





II II 

」 しう —、 

註尺してください。 

1 |1 窗除 11〇 in 

迎^圓 

左をひをき 

い/ 
、— —— 一 

攻 ’ 曲 

片面^両面 1 

兩面一兩面 1 

'らさ方向」 



編集/印字 


1システム状態 I が一 I 


技面/集約/淵 j | 変ぉ I 




郵便はがき 

往復はがき 

原 

稿 

の 


1 


魚 1 






巧 

U □□□-□□□□ 



セ 

、ソ 

K 


© 

1 

□ 

© 






畜 







( 

目 




1セット基準 


13 









































































〇 手差しトレイを開け、はがきのコピー 
したい面を下にし、"ピッ"というブザー 
音が鳴るまではがきを軽く差し込み、 
用紙ガイドホ反をはがきのサイズに合わ 
せまず。 



郵便はがき 

往復はがき 

は 

が 

ぎ 

の 

、ン 

畜 




- ■ 、© 


- 1 1 

♦© i 面 

n 

- * 1 

> 

¥ 



J 

-»面 




用紙選択の[手差し]を巧し、[がキーを押しまず。 


Q [用紙サイズ]を巧しまず。 


[定おサイズ]を巧しまず。 


B [郵便八ガキ □?] または[往復八ガキ □?] を選択し、 [0 K ] を巧 
します。 


| 7 | [用紙種類]を押します。 

厚紙の種類（[厚紙])を選択し、 [0 K ] を2回巧します。 

〇 補足 ） 

•郵便はびさの厚紙の種類は「厚紙」をお勧めします。使用するはびさの用紙厚さに合わせ 
て設定を変更してください。 


[スタート]キーを押します。 

t 》 補足 ） 

• はびさにコピーするとさは、普通紙にコピーするとさ 
より印刷速度び遅くなります。 














































ごピ-機能 


封筒にコピーずる 


封筒にコピーするとさは、用紙の種類とサイズを設定します。封筒は、トレイ]と 
手差しトレイからコピーできます。ここでは手差しトレイを使う方法を説明します。 

〇 重要 ） 

•あらかじめ、「用紙設定」の「用紙種類設定：手差しトレイ」で用紙種類と封筒の用紙厚 
さを設定する必要びあります。用紙種類は[封筒]を選択してください。用紙厚さは、使 
用する封筒の紙厚に合わせて設定してください。 

• 封筒には両面コピーでさません。 

• 環境によってはしわび発生したりするなど正しく印刷されないことびあります。 




[両面/集約/分割]を巧しまず。 


1 II II II 1 1 

到き 1 炭お 1 お选 1 9 3% 

100% 1 

面ち面->2枚ごと巧を片面^4巧ごと集あ） 

1 

1 陋徊 1 阿*圆 1 ずこし小さめ 1 

みづん 

g 画 II 因面 II 固面 J 阿产丄 、 

-1- U - 1、 


モ/合紙 I 編集/ EP ? J 両面/集巧/分害 iJJ 変倍 I 
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u [解除]を巧しまず。 


B 原稿のコピーしたい面を下にし、左奥 
のセット基準にセットしまず。 




長形/角形封筒 

洋形/洋長形封筒 

原 


1 


—风 1 

稿 

の 







© 


セ 

ヴ 


© 







1 







© 




1セット基準 



















































[スタート]キーを巧します。 

〇 補足 ） 

•封筒にコピーするとさは、普通紙にコピーするとさよ 
り印刷速度び遅くなります。 


コピー終了後はちカバーを開けて、封筒レバーを兀の位置におし 


ごピ-機能 


封筒にコピーずる（つづを) 


B 



手差しトレイを開け、封筒のコピーし 
たい面を下にし、"ピッ"というブザー 
音が鳴るまで封筒を軽く差し込み、 
用紙ガイドホ反を封筒のサイズに合わ 
せまず。 

封筒を押さえて中の空気を抜さ、四辺の 
折り目をしっかりと押さえてからセットし 
てください。また封筒び反っているとさ 
は、まっすぐに直してからセットしてくだ 
さい。 


長形/角形封筒 


洋形/洋長形封筒 



Q 


用紙選択の[手差し]を巧し、[がキーを巧しまず。 


凸 


[用紙サイズ]を巧しまず。 


师 


[定おサイズ]を巧しまず。 


田 


封筒のサイズを選択し、 [0 K ] を2回巧します。 



17 










































ドキュメントボックス機能 


ドキュメントボックスに原稿を蓄積ずる 


原稿をコピーしなびらドキュメントボックスに蓄積する方法について説明します。 
ドキュメントボックス機能で原稿を蓄積することもできます。 


[文書蓄積]を巧します。 


〇 必要に応じてユーザー名、文書名、 
パスワードを設定し、 [0K] を巧しま 
ず。 



原稿をセットし、 
巧しまず。 


[スタート]キーを 


コピーび出力され、八ードディスクに文書 
び蓄積されます。 






— fc 

夕 きま 程 

i ~ 1 け 就確認 1 





• 一 ^^ 3^1 

田麵国 

: U D 

A4 

3 U D 

A4 

4U D 

A4 

1 臣 


到き 

64^85 1 

A 44 A 5 
日い B 4 

r 9 3% 

100% I 

id) 片面一2巧ごと巧巧ち面-*4巧ごとちお 


を 1 四*四 1 阿*圍 1 ずこし'がめ 1 
























































ドキュメントボックス機能 II II 

ドキュメントボックスの文書を EP 刷する 



巧刷ずる文書を選択します。 

パスワ-ドび設定されているときは、パ 
スワードを入力して[実行]を押します。 


0 参照 ） 

•文書の内容を確認するち法については、 P .21 「ドキュ 
メントボックスの文書をサムネールで確認する」を参 
照してください。 


<文書選が> 

印刷する文書を遷おして ください。 



〇 複数の文書をまとめて印刷するときは、 EP 刷する順に手順 H の 
操作を繰り返します。 



Q E 口刷条件を設定ずるときは閒刷画面 
へ]を巧しまず。 

印刷条件の画面び表示されます。文書の 
ユーヴー名、文書名、およびこの文書の 
印刷順び表示されます。 



B 印刷部数をテンキーで入力しまず。 








































































[スタート]キーを押します。 










ドキュメントボックス機能 

ドキュメントボックスの猜をサム：トルで確認する 


ドキュメントボックス画面の文書一覧をサムネール形式で表示させることびでさま 
す。 

サムネール表示に切り替えるには、画面左上の[サムネール]を押します。 
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[簡単画面]キーを巧します。 


簡単画面び表示されます。 


〇 コピーでさます 

1■- 

臟選ぉ ► 

臟選ぉ 

等用撇 B 心: 1 B ぃ B5 B ぃ B4 

因, 

因固 1 

圆[ 

1 施|| 

巧面一両苗 1 片面一両：左ち 1 片面一2 巧 ごと 1 

防*欧 II 晒興 II 巧*函 1 

1 キー色反記 1 


©補足 


初期画面に切り替えたいとさは、再度[簡単画面]キーを押します。 



ほ利な機能 


簡単画面に切0替える 


簡単画面とは、主な機能のみを表示した画面です。 

文字サイズとキーサイズび拡大され、より簡単に操作することびでさます。使用 
する機能によって、簡単画面に表示される項目は異なります。 


D 


使用したい機能のキーを押しまず。 


©補足 


工場出荷時の設定では、コピー機能び選択されてい 
ます。 








































便利な機能 

よ< 使5設定を初期画面に表おずる 


よ<使う設定を初期画面に登録しておくと便利です。電源を入れた直後、オートク U 
アしたとき、または U セットしたときの状態を初期画面に設定することびできます。 
この機能は、コピー機能とドキュメントボックス機能の初期画面で利用できます。 
初期値は、それぞれの機能で別々に設定でさます。 


初期値を変更でをる設定頃目 

初期値を変更できる項目は、下のとおりです。 


コピー機能 

コピー部数、給紙トレイ、原稿種類、コピー濃度、特殊原稿設定、 
原稿セットち向、表紙/合紙、編集/印字、両面/集約/分割、 
変倍、仕上げ、文書蓄積 

ドキュメントボック 
ス機能 

•文書印刷初期画面 

印刷部数、仕上げ、表紙/合紙、編集/印字、両面印刷、ミニ本、 
週刊誌 

•原稿読み取り初期画面 

給紙トレイ、原稿種類、コピー濃度、特殊原稿設定、原稿セット 
方向、編集、両面/集約、変倍 


初期値をを更ずる 


D 使用したい機能のキーを巧します。 

〇 補足 ） 

• 工場出荷時の設定では、コピー機能び選択されてい 
ます。 




初期画面で、登録したい機能や操作 
を設定しまず。 


u コピーで きます 


S 享 1 

g 動用祇 
漫巧 ► 

[T U □! 

A4 

l^u □ 

A4 

3 U 1 

A4 

文字■写真 — f 1 

写真 1 




測假稿 1 

等倍 

用紙指定変を 1 

た ± 一;;占巧 

ぉぉ 


片面一面面：左右 両面一両面片面一2がごと， 

回1^1 职顶 I 四咽 






























































凸 


[初期値として登録]を巧しまず。 



1 閉じる 1 


' -、 

名称を巧 II 消 

去 1 || 巧期值ヒして登録 || 




][〇02' X ホ登録 


B 


瞪録]を巧しまず。 

確認画面び表示されます。 


巧期値として登録 


巧期画面(電源を入れに直後の画面、オートク IJ アやリゼッ h 
を登録できます。 

,■■■■、 

r 登録 I * 工場出商時に戻す I 


mm [登録する]を巧します。 

現在の設定び初期値として登録され、初期画面に戻ります。 


〇 補足 ） 

• [工場出荷時に戻す]を押すと、初期画面の初期値を工場出荷時の状態に戻すことびでさ 
ます。 

• 初期画面の初期値は、通常画面と簡単画面で別々に登録でさます。 










































便利な機能 

よ< ほ5設定や操作条件を登録ずる 


よく使う設定や操作条件を、プ□グラムとして登録します。登録した内容はキーを 
押すだけで簡単に呼び出すことびでさます。 

この機能は、コピー機能とドキュメントボックス機能で利用できます。 

プ□グラムは、それぞれの機能で別々に登録できます。 


プログラムに登録でをる設定頃目 

プ□グラムに登録できる項目は、じ I 下のとおりです。 


コピー機能 

コピー部数、給紙トレイ、原稿種類、コピー濃度、特殊原稿設定、 
原稿セットち向、表紙/合紙、編集/印字、両面/集約/分割、 
変倍、仕上げ、文書蓄積 

ドキュメントボック 
ス機能 

文書印刷初期画面 

印刷部数、仕上げ、表紙/合紙、編集/印字、両面印刷、ミニ本、 
週刊誌 


〇 補足 ^ 

• プ□グラムに登録した内容は、消去またはあらたに登録しない限り、電源を切ったり、 [U 
セット]キーを押してち取り消されません。 

プ□グラムを登録/をまずる 


a 使用したい機能のキーを巧します。 

〇 補足 ） 

• 工場出荷時の設定では、コピー機能び選択されてい 
ます。 



B 


プ□グラムに登録したい機能や操作 
を設定します。 


C ) コピーできます 


白 J 度氏 


A4 


2U □ 

A4 


倍 用紙指定変を 


A4 


A34A4 
B4 今 B5 


■ 片面一面面：左を 面面一兩面片面一诚ごと， 

Pll | l 职预 1 ^ 砸 



















































[プ□グラム]キーを巧します。 


凸 瞪録]を巧しまず。 


B 登録ずるプ□グラム No. を巧しまず。 

〇 補足 ) 



プ□グラムを新規に登録するとさは、「未登録」と表示されているプ□グラム No. を押し 
ます。プ□グラムを変更するとさは、変更したいプ□グラム No. を押します。 


プ□グラム名を入力しまず。 


[0K] を巧しまず。 

プ□グラム画面に戻り、登録したプ□グラム No. の後ろにプ□グラム名び 
表示されます。しばらくすると初期画面に戻ります。 


プ□ヴラム（コピー） 

登録するプ□グラム >> 

/ 

■ — _ ベ . さい。 

1 々呼び出し: r 

み登録 ]! 名称変更 ir 


1 001 が 登録 " 

• - 一 II 002 *モ登 

I 003 X モ登録 

II 邮 4I* ホ登 

I 005 X モ登録 

II 邮 6I* モ登 

I 007 X モ登録 

II 邮扣* ホ登! 

I 009 X モ登録 

II 010 1* モ登 


















































Q [プ□グラム]キーを巧しまず。 


| n 呼び出ずプ□グラム No . を巧しまず。 

登録されているプ□グラムび呼び出され、内容び画面に表示されます。 


〇 補足 ^ 

• みび表示されていない No. にはプ□グラムは登録されていません。 



便利な機能 


よく使う設定や操作桑件を登録する(つづき) 


プログラムを呼び出ず 


D 


使用したい機能のキーを巧します。 


〇 補足 


工場出荷時の設定では、コピー機能び選択されてい 
ます。 
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登録したプ□グラムを消去する 


D 使用したい機能のキーを押します。 

〇 補足 ） 

• 工場出荷時の設定では、コピー機能び選択されてい 
ます。 



L プ□グラム]キーを巧します。 





曲 



roig ^© 

圍 



000^05 

000頂 

慰©© 



[消去]を押しまず。 



消去するプ□グラム No . を巧します。 


1^ [消去する]を巧しまず。 

** プ□グラムび消去されて、初期画面に戻ります。 


































































MEMO 
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お巧いをわせ巧 


■消耗品に関するお問い合わせ 

薛社製品に関する消耗品は、お買い上げの販売店にごを文<ださい。 
http://www.ricoh.co.jp/office/supply/index.html 

■巧障-保守ヴービスに関ずるおい合わせ 

故障-保守サービスについては、サービス実施店または販売店にお問い合わせください。 

修理節囲（サービスの内容)、修理費用の目ま、修理期間、手続さなどをご要望に応じて説明いたします。 

転居の際は、サービス実施店または販売店にご連絡ください。拓居先の最畜りのサービス実施店、販売店をご紹介いたし 
まず。 

http://www.ricoh.co.jp/support/repair/index.html 


■操作方法、製品の仕様に関するお問い合わせ 

操作方法や製品の仕様については、「お客様相談センター」にお問い合わせください。 



0120 - 000-475 

FAX 0120 -479-41 7 


参受付時間：平日（月〜金）日時〜18時 
±曜日9時〜12時、13時〜17時（祝祭日、弊社休業日を除く） 

•巧画モ料は巧料スす 

•音芦ガイダンスに従い製品別のま号をプッシュトーンでお知5せください。卜ーン信号が出せない電話機の場合は、その 
まましば5くお待ちいただきますとオペレーターに接続します。 

※お問い合わせの内容は巧応状況の確認と巧応品質の向上のため、通話を録音 • 記録させていただいております。 
http://www.ricoh.co.jp/SOUDAN/index.html 


■最新ドライ/ V — およびユーティリテイー情報 

最新版のドライバーおよびユーティリテイーをインターネットのリコーホームぺージか5入手できまず。 
http://www.ricoh.co.jp/download/index.html 


リコーは環境保全を経営の優先課題のひとつと考え、リサイクル推進にもま力しております。 

本製品には、新品と同一の当社品質基準に適合した、リサイクル部品を使用している場合がありまず。 

本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することびあります。 

機械の改良変更等により、本書のイラストや記載事項とお客様の機械とび一部異なる場合びありますのでご了承ください。 
画面の表示内容やイラストは機種、オプションによって異なりまず。 

本書は、原則的にオプションを装着した状態の画面と外観イラストを使って説明していまず。 

本書の一部または全部を無断で複写、複製、改変、引用、転載することはでさません。 


© 2011 Ricoh Co., Ltd. 
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